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 今年度の事業所協議会の全国研修大会は、令和３年

２月２７日（土）に大阪市が主管で開催します。 

 本来でありましたら、全国各地より事業所に関わる

皆さまにお越しいただき、交流を深めながら、大阪の

楽しいところや美味しい食べ物を堪能していただき、

事業所の未来を一緒に考える機会としたかったので

すが、昨今の新型コロナ感染症の拡大により、残念な

がらインターネットでの配信の形態に切り替えざる

を得なくなりました。 

 今回の大会では、障害福祉サービスには様々な事業

種別がありますが、どの事業種別にも共通する課題と

して、新型コロナ感染症対策が挙げられることから、

テーマを「新型コロナ感染症から事業と利用者を守る」

としました。 

 どうしても、新型コロナ感染症は未知の病気でもあ

ることから、知らないが故に大きな恐れを抱きますが、

正しい知識を元にして正しい感染対策をすれば、感染

をする可能性が低くなると思いますので、事業所の経

営者層だけに限らず、利用者に直接関わっている職員

や、利用者のご家族にもご覧になっていただきたいと

思います。 

 そして、万が一、感染をしてしまった場合でも、事

業所やご家庭で早い段階で適切な対応を行なえば、周

りの人に感染が拡がる危険性は低くなるかと思いま

す。そのあたりも含め、感染症医療のエキスパートで

ある日本赤十字社の北見赤十字病院から、基調講演と

シンポジウムにご参画をお願いしておりますので、期

待が持てる内容と思っております。 

 

 

さて、私は社会福祉法人大阪市手をつなぐ育成会の理

事長を務めておりますが、一方で、法定外作業所（無

認可作業所）を前身とする社会福祉法人清心会の経営

にも携わっております。 

 社会福祉法人清心会の生活介護事業所「ハーモニー」

は、定員２０名で支援区分４から５の利用者が多く、

中には支援区分６の方も在籍しています。 

 新型コロナ感染症が、まだ日本で拡大する前までは、

利用者がマスクを常時着用する習慣もあまりありま

せんでしたが、感染対策にマスクが効果的と聞いてか

らは、利用者にマスクを付けてもらうようにしました。 

 しかし、感覚過敏からなかなかマスクが出来なかっ

た利用者もいましたが、職員とともに色々な方法を試

行錯誤した結果、なんとか全員がマスクを常時着用で

きるようになりました。 

 ２回の拡大期が過ぎ、３回目の拡大期のまっただ中

にあり、利用者に関わる方の周辺にも新型コロナ感染

症が近づきつつありますが、おかげさまで利用者が感

染することなく、ここまで来れております。 

 クラスターが発生してしまった事業所の話しでは、

マスクの着用が難しい利用者がいたことも原因の一

つとも言われていますが、事業所の利用者や職員を守

るためにも、感染対策の入り口でもあるマスクの着用

については、何度でもチャレンジをお願いしたいと思

います。 

 

 

 

 

 

 国立がん研究センターから、知的に障がいのある人

に分かりやすい「大腸がんに関する冊子」作成のため、

当事者の意見が聞きたいと当法人へ協力依頼があり、 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

   令和２年度 全国手をつなぐ育成会連合会 

   事業所協議会 全国研修大会  大阪市大会の 

   開催にあたって 

           理事長 小泉 いと子 

             

 国立がんセンターの「大腸がんに関する冊子」 

 作りに協力しました!! 

      地域生活援助事業所 メープル 

      サービス管理責任者 竹野 永利子 


